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愧儡師の銅像前で人形芸を披露する 「現代の愧儡師」たち。中央が勝部継弘 さん
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世
界
無
形
遺
産
に
登
録

さ
れ
た

「文
楽
」
。
ル
ー
ツ
が
西
宮

に
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
史
実
を
今
に
伝
え
る

「愧
儡

師
故
跡
」
の
碑
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
宮
局

（西
宮
市
産
所
町
）
南
東
の
片
隅
に

建

っ
て
い
る
。
右
隣
に
愧
儡
師
の
銅

像
も
あ
る
。

今
か
ら
約
４
百
年
前

の
慶

長
年

間
、
産
所
町
付
近
に
、
人
形
操
り
を

生
業
と
す
る
愧
儡
師
が
４０
～
５０
人
住

ん
で
お
り
、
〈
「
在
家
町
に
は
常
設
座

も
あ

っ
た
。
尼
崎
城
主
・松
平
候
の
姫

か

　

一ご

君
も
駕
籠
に
乗

っ
て
見
物
に
来
た
と

い
う
。

彼
ら
は
西
宮
神
社
の
雑
役
奉
仕
の

か
た
わ
ら
、
神
社
の
お
札
を
持

っ
て

諸
国
を
回
り
、
人
形
芸
を
見
せ
な
が

Ａ

Ｙ

ら
戎

さ
ん
の
神
徳
を
広
め
た
。
そ
の

芸
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
浄
瑠
璃

と
琉
球
か
ら
来
た
蛇
味
線
を
取
り
入

０

客

れ
た
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
、
「
夷

昇
」

や
「夷
舞
い
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
全
国

的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
１
６

１
４
（慶
長
１９
）
年
に
、
宮
中
に
招
か

れ
演
じ
た
と
い
う
記
録
も
残

っ
て
い

る
。
そ
の
後
、
夷
界
は
淡
路
島
に
伝
わ

り
人
形
浄
瑠
璃
に
発
展
し
た
。
さ
ら

に
大
阪
で
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
ル
ー

ツ
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

愧
儡
師
は
長
ら
く
こ
の
地
に
住
ん

で
い
た
が
、
幕
末
に
は
姿
を
消
し
、

人
形
芸
は
途
絶
え
て
し
ま

っ
た
。

愧
儡
師
の
功
績
を
伝
え
る
活
動
が

西
宮
で
２
年
前
か
ら
始
ま

っ
た
。
西

宮
中
央
商
店
街
で
染
色
工
房
を
営
む

勝
部
継
弘
さ
ん
（
５‐
）
が
中
心
と
な

っ

て
、
西
宮
神
社
に
残
る
文
献
な
ど
を

調
べ
て
今
様
の
「夷
昇
」
を
創
作
し
、

商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
演
じ
て

い
る
。
県
の
助
成
金
を
受
け
常
設
小

屋
の
建
設
計
画
が
あ
る
。

阪
神
西
宮
駅
下
車
、
西

へ
徒
歩
す

ぐ
。
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